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皆さんと共に歩む 

「大阪知的障害者福祉大会」を２０２３(令和５)年９月１７日（日） 

12 時３０分～１６時３０分高槻市で開催することになりました。興味深い内

容を用意しています。多数の参加をお待ちしております。 

 

本会は「知的障害者の保護者相互の親睦、交流を基として障害者の基本的人

権を守り、発展させ、社会的偏見の除去、教育福祉施設、社会生活の充実を図

ることを目的とする」と規約に定めており、一人で悩まないで仲間と共に元気

と勇気を生み出そうと長い間活動しています。 

 国連権利条約の批准に向けて障害者団体は、日本障害者フォーラム（JDF） 

と一つにまとまり政府、障害当事者などで障害者制度改革が行われ、障害者基

本法、障害者総合支援法、障害者差別解消法も施行されました。2014年２月

には、憲法に次ぐ法律として権利条約を政府は、批准しました。障害者権利条

約が目指しているものは、全ての障害者が、そして全ての人が住みやすい社会

です。重要なことは、こうした制度や施策として位置づけられた実際のサービ

スが障害者のみなさんにきちんと行き届くことです。それを実施していただく

機関や事業者、あるいは、当事者の団体の皆様方には、福祉や医療、教育など

がしっかりと連携しながら当事者のニーズに応えて行く事が必要と考えます。 

 

高槻市に住む全ての人々が夢を育み安心して暮らせる自治と共生のまちづくり 

高槻市では、３年ごとに見直される「高槻市障がい福祉計画」、「高槻市障が

い児計画」、６年ごとに見直され共生社会を目指す「高槻市障がい者福祉計

画・活動計画」があります。令和３年４月からそれぞれ取り組まれています。 

また、高槻市では、地域拠点づくりで 5つの機能を備えた「高槻障がい福祉

サポートネットワーク」を構築し地域全体で、障がい児者の生活を支える制度

が始まり、障害者とともに暮らす高齢の親にとってはありがたい施策です。 

当会は、高槻市に対し法制度や施策に不十分点があれば改善するように、高

障連とともに交渉してきました。この５０数年で、様々な社会生活の充実を図

る活動を実らせました。発足当初と比較して現在では障害者家族のニーズは多

様化し、会として今後どのような活動をすべきか、検討していく必要がありま

す。 

親亡き後の支援 

親亡き後、知的障害者の多くは、それまでと違った生活にならざるを得ませ

ん。65歳になると介護保険の認定を受けますが、それまでと同じ福祉制度の
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利用もできます。グループホームも従来のものだけでなく「日中支援型」の制

度が利用できるようになりました。 

2017年に「成年後見制度利用促進に関する法律」が施行され国は後見制度

の利用促進を図っています。どんなに重度の障害者でも「障害者意思決定支

援」を利用できる環境づくりが必要です。 

 

 

 

月例会報告 

 

 2月 20日(月)「ノーマライゼーション高槻」の豊田さんに、日中支援型グ

ループホームの説明会に来て頂きました。20人の会員さんの参加がありまし

た。 

 私が聞きたかった事は、障がい者が 65 才になった時、介護保険はどうなる

のか？…です。 

  

以下 豊田さんより 

★今は、65才の障害者は障害者サービスとして対応されてますが、グレーゾ

ーンです。今後、介護保険になると 1割負担が発生するので、障害年金からの

支払いになると生活が困難になります。 

 

★ また入院時、可能な限り当施設で補助していますが、病院内では障害福祉

のヘルパーは使えません。例えば、院内学級で教師が病院に入れるのと同じよ

うに、福祉サービス事業者も院内に入っても良いように法律を改正して貰いた

いです。 

 

★高槻で権利擁護の活動をしている法人の方に来てもらって、成年後見人の勉

強会をしています。特に 1人っ子の親御さんには、ご自身が後期高齢者になら

れたら、お子さんの成年後見の手続きをして頂きたいです。親御さんが亡くな

られた時、また、利用者さんが亡くなられた時、葬儀、お墓など色々な手続き

は、事業者では対応できません。 

 他、色々と質問が出来て、勉強になりました。         (加地) 

                                                                             

今後の予定 5月１７日（水） 
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ほっこりタイム 

 2月 3日(金)8 人の参加でした。  

うの花療育園の年長児さんは、ほとんど、支援学校へ行く事にされたそうで

す。私の息子のうの花養護幼稚園時代は、比較的重度のお子さんが多かったの

ですが、現在は、発達障害のお子さんが増えているのでしょうか。 

 文科省の通知の影響もあるのかもしれません。現在ではインターネット等

で、障害児の療育や学齢期、卒業後の進路先などの情報を得て、幼少期からい

ろいろ検討する方が多いのかなと思いました。 

 コロナ禍で、家庭生活も厳しくなっているようです。 

 でも、これからも各家庭で、子どもには大切に対応して、将来穏やかな青年

になるように、どんな進路を選択しても希望を持って子育てをして頂きたいな

ぁと願っています。                    (加地) 

今後の予定 

４月１４日（金） １０時３０分～１２時 ゆうあいセンター4F②会議室 

５月１２日（金） １０時３０分～１２時 ゆうあいセンター4F②会議室  

 

ミュージックケア 

 コロナによる制限が緩和され、ゆうあいセンターの研修室が使用できる様に

なりました。良かったです。 

 うの花療育園の親子の方の参加がほとんどですが、今、放課後等デイサービス

の利用を主にされる方がおられ、ミュージックケアを卒業される事になってい

ます。 

 「継続は力なり」で、椅子に座っていられる、音楽に合わせてリズムで、鈴、

鳴子、太鼓を鳴らす事ができる。お片付けができる。好きな楽器を自分で選べる

…………などなどミュージックケアに参加して来た息子の成長にとても役に立

っています。 

 ほっこりタイムも、ミュージックケアも、手をつなぐ親の会に入会して下さっ

たら有難いなぁと思って始め、続けてきました。 

 今後も続けていけたらと思っていますが、検討が必要かもしれません。 

                               （加地） 

今後の予定 

４月２２日（土） １０時３０分～１２時 ゆうあいセンター4F 研修室 

５月２０日（土） １０時３０分～１２時 ゆうあいセンター4F 研修室                      
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ボウリング同好会 

2月 26日(日)、3月 26日(日) 

8名で、4レーン借りて、2ゲームしました。 

ゲーム代、2ゲーム(8名以上)1380円  

貸靴代、390円 

療育手帳持参で、100 円引き 

親の会より補助あります。 

ガーターなしレーンで、2ゲーム楽しんでいます。 

是非、一緒に楽しみましょう! 

✤3月 12日(日)は、高身連ボウリング大会にみんなで参加しました。素晴らし

い参加賞をもらいました。                   担当 城 

 

今後の予定    

4月 23日(日) ５月２８日（日） 

 

 

 

 

絵画教室 

2月 5日(日)、3 月 5 日(日) 

メンバー、4名ですが、月 1回楽しんで絵を描いています。 

※メンバーの作品はゆうあいセンター１階に展示しています。 

                               担当 城 

今後の予定 

 4月 2日(日)、5月 7日(日) 
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世界自閉症啓発デー高槻、今年は１５周年 

 高槻市において「世界自閉症啓発デー」が１５年目を迎え、感慨深いものが

あります。初めの頃はまだ全国でもわずか、市町村レベルではほとんど取り組

まれていませんでした。第１回目は、当時の水田泰滋会長の呼びかけで実行委

員会を結成し、全くの手探りでした。大阪府の啓発ドラマ「アイム・ヒア～僕

はここにいる～」を生涯学習センターで上映し、３００人の会場がほぼ満員と

なり、手応えを感じました。行政や高障連をはじめとして、様々な皆様の支援

をいただき、毎年講演や映画上映会を続けてまいりました。 

第３回目は、東日本大震災の年でした。被災した障害者の状況を知るにつけ、

何かできることをと、会場で募金を集め「ゆめ風基金」に届けました。イベン

トのメイン司会者を障害当事者に担当してもらうことにしたのも、この第３回

目からでした。以後、会場運営やチラシのデザイン、ライトアップの準備など

も当事者に請け負っていただいき、社会参加の機会ともなっています。これは

全国でも珍しい実践だと自負しています。これまで年代も性別も様々な個性的

な当事者が司会となり、活き活きとした表情を見せてくださいました。当事者

の実際の姿を紹介することもまた、大きな意味があるのではないでしょうか。 

また、講演会と同時に、アトリエ・ライプハウスのご協力を得て、アート作品

展を開催したこともありました。 

その後、実行委員会は「自閉症の人のバリアフリーを考える親の会・はぐく

み」と社会福祉法人「北摂杉の子会」に引き継がれ、高槻市の社会参加促進事

業となりました。「景観園芸クラブ」さんの御協力をいただいてライトアップ

にも取り組むようにもなりました。 

１５年前にくらべ、自閉症や発達障害への理解は進みつつあるとは感じます

が、一方でまだまだ人知れず辛い思いをしている当事者がいるのも現実です。    

たとえば、「鳥」は空を飛ぶものと思いがちですが、実際には走る鳥や泳ぐ鳥

もいますよね。ペンギンやダチョウに生まれたのに、「飛ばないのはおかし

い」「がんばって飛べるようにしよう」と考える人はいないはずです。私たち

のまわりにも、空よりは大地や海を必要とする鳥たちがいます。社会が、この

子はどんな鳥だろうかと考え、少し風変わりなところがあっても、好きなこと

を活かせて生きていけるよう支えてくれたらいいなと思います。植物だって、

それぞれに適した土や肥料がないと、花や実をつけるのは難しいと誰もがわか

るはずなのに、なぜ人間だけは一律にしようとするのでしょうか。必要なの

は、適切な環境整備、そして何より、まわりの人たちの正しい理解と共感で

す。 
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2012年には「発達障害は親の育て方のせい」とする大阪市の「家庭教育支援

条例(案)」が批判され、撤回されるということもありました。法制度や社会資

源の充実には、正確な知識の共有が欠かせません。 

誰もが障害を負ったり、障害のある家族を迎えることがあり得ます。障害と

ともに生きる人と出会い、知ることは、この社会やあなた自身について考える

ことでもあります。 

今年も日本のあちこちで青い光が灯り、世界中とつながります。高槻では、

３月２８日から４月 9日まで、高槻市役所や JR高槻駅前などをライトアップ

します。４月２日には、「はにたん」のオリジナルグッズの配布もありますの

で、お楽しみに！ 

（堀切きみよ） 

 

◇年会費 ２５００円 

＊入会申込みは高槻市立障がい者福祉センター内 団体事務室  

住所氏名電話番号をＦＡＸ 072（661）4714 までお願いします。 

＊会費振込先 

  北おおさか信用金庫 高槻支店 

 普通口座番号 ０３７－３６２９ 

    高槻手をつなぐ親の会 硯 啓（スズリ アキラ） 

  問合せ先 ＴＥＬ ０７２（６７２）０６７２   

 

 


